
議会では４年を一つの単位とし

ています。議会に出された陳情や

請願は審査をしてできるだけ早

く結論を出すようにするべきで

すが、表だって否決しにくい場合

は、継続審査として、次の議会へ

と判断を持ち越すことがあります。

今回のように、議員の任期が切れ

る時に継続審査にすると｢審議未了

廃案」となってしまいます。

今議会では「民間賃貸住宅居住

者への家賃補助制度を求める請願」

「原発の再稼働・輸出に反対する

意見書を国へ提出することを求め

る陳情」など４件が審議未了廃案

となってしまいます。

これも自民党、公明党、民主系

が「継続審査」として、結果を出

さなかったからです。議員ならば

判断し、結論を出すのが筋ではな

いでしょうか。

任期中に審査しないなんて、ずるい！

 

 
 

　今議会に「国民健康保険の連続値上げの撤回を求める陳情」が出されて

いました。大沢はこの陳情に賛成しましたが、自民党、公明党、民主系の

反対で不採択となりました。

　国保料の値上げがここ３年毎年のように続いています。今年は消費税も

アップし、ただでさえ苦しい国民健康保険の加入者に大きな負担を強いる

ことになり、納付できない人たちが増えることが予想されます。市の貯金で

ある財政調整基金などを使って値上げを止めることができたはずです。

　こうした安易な値上げではなく、市民が病気にならないような健康施策を

進めて、医療費を削減することも必要です。広島県呉市では人工透析が必

要になる手前の段階で対象者を見つけ、予防を徹底する取り組みをし、実

績をあげています。また、病気にならないような日常生活を送る健康長寿

の対策も始まっています。

   値上げの前に、先進市の取り組みなどを参考にして市民の健康維持に

こそ努めるべきです。

消費税アップと

国民健康保険料の値上げが

市民の大きな負担に

コメント等を経て

策定します。障害

者に対する差別の

現状、実態の把握

も必要。手帳の有

無にかかわらず、

差別や偏見のない

暮らしやすい立川

をめざすものにな

ります。

　昨年12月議会で「障害者差別禁止条例」の請願

を全会一致で採択しました。全市民の参加で、全市民

が障害者の差別とはどういうものかを理解しながら条

例をつくっていくことが必要です。どのように進める

のですか。障害者手帳を持っていない人も対象になり

ますか。

障害の当事者、教育、交通事業者、商工会議所、

公募市民、行政等で構成する策定委員会を設置し、講演

会、市民周知、勉強会等ですそ野をつくり、パブリック


